
　2021年3月11日、東北地方の沿岸地域に甚大な被害をもたらした東日本大震災から10年が経ちました。連合では、震災発
生直後から「少しでも早く、一人でも多く、被災された方の力になりたい」との思いから、生保労連を含む構成組織や地方連合会
に呼びかけ、救援カンパや被災地への救援ボランティア派遣など、総力をあげてさまざまな活動を実施してきました。震災から
10年が経った今、連合が震災当時からこれまでに取り組んできた被災地支援の活動の一部をご紹介します。なお、生保労連も
「震災から10年の取組み」として、震災時に生保産業が果たしてきた役割を改めて振り返り、3月にユニオンネット「特別号」を発
行しました。その概要を含め、これまでの対応について生保労連ホームページに掲載していますので、ぜひご覧ください。

日頃よりお世話になっている支援議員をご紹介します！ 第13回
徳永 エリ先生

　生保産業を取り巻く環境が大きく変化する中、様々な課題が山積しています。そうした課題の中には、組合員一人ひとりや各組合の努力だけでは、解決できない「国の政策・制度」に
関わるものがあります。生保労連では、こうした課題を産業政策課題と位置付け、25万組合員の力を結集するとともに、支援議員の先生方と連携し、国政や行政などに対し働きかけ
を行っています。
　そこで、日頃、生保産業のためにご尽力いただいている先生方を組合員のみなさんにより身近に感じていただけるよう、先生のお人柄やこれまでのご活躍、先生から組合員のみな
さんへのメッセージをご紹介します。
第13回目となる今回は、参議院議員の徳
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　連合は、3月8日の国際女性デーに合わせて「3.8国際女性デー中央集会」をライ
ブ配信形式で開催しました。生保労連からも各組合女性役員・組合員を中心に視
聴参加し、改めてあらゆる分野への女性参画を進めていく必要性を共有しました。

　冒頭の主催者挨拶で神津会長は、「コロナ禍で、働く者
とりわけ女性を取り巻く様々な課題が一挙に浮き彫りに
なった」と述べ、いわゆる非正規雇用で働く女性が多い実
態を受け困窮する女性たちへの支援の取組みが喫緊の
課題であること、テレワークで家事・育児等の負担が女性
に集中しがちであることから固定的役割分担意識の払拭
に向けた取組みが必要であること等を訴え、「一人ひとり
が声を挙げ、行動することで世の中は変えられる。みな
さんがその原動力である。ともにがんばろう」と力強く呼
びかけました。
　続いて井上総合政策推進局長より男女平等参画の課題・取組みについて基調提起がなさ
れた後、相原事務局長と連合初の女性地方連合会長である連合奈良・西田会長、連合宮崎・

中川会長を交えて男女平等参画実現に向けた取
組み等について意見交換が行われました。
　最後に「私たちは、一人ひとりの行動で、すべて
の人たちが性別にかかわらず、人権が保障され、
平等に、安心して働くことができる社会をめざす」
との集会アピールを採択し、閉会しました。

　徳永エリ先生は北海道出身で、札幌市の藤女子中学・高校、法政大学通信課程中退後、
日本テレビやＴＢＳ、地元の北海道文化放送のリポーター等として幅広くご活躍されました。
　その後、2010年の参議院議員選挙で北海道地区から出馬し、初当選されて以降、
2期連続で当選されています。
　これまでに民主党・幹事長補佐などの要職を歴任され、現在は、立憲民主党の政務
調査会会長代理、参議院政策審議会会長、ジェンダー平等推進本部本部長代行、参
議院環境委員会の筆頭理事等としてご活躍されています。
　徳永エリ先生は、「若者や子ども、女性が将来に希望を持つことができ、障がいを持
つ人もシニア世代も安心して暮らせるよう、政治に女性の声と視点を活かして雇用の改
善と社会保障を充実し、『あなたの未来』をつくる」ことを掲げ、日々活動されています。
　また、生保関連税制の拡充をはじめ、生保労連の産業政策活動に対し多大なるご
支援をいただいています。

徳永 エリ先生のご紹介

●趣味・特技：山登りなどのアウトドア、短時間で料理を作ること
●座右の銘：座して進まず、歩けば道

　生保労連のみなさまには、いつも温かくお支え頂いております
ことを感謝致します。
　私の地元、北海道・札幌市での「語る会」には、毎回、生保労連加
盟単組のみなさんに本当に沢山ご参加頂いています。毎年参加
してくださる営業職員の方々もおられ、私もお会いできることを
楽しみにしています。
　私は、数少ない、女性の支援議員として、お客さまからの信頼に
応え、優しいお気持ちで安心を支えて頂いている営業職員のみなさんを心から応援
しています。コロナ禍でさまざまな制約がある中での営業活動は、本当に大変だと
思いますが、一方で、「もし、自分がコロナに罹患したら」、「働けなくなったら」、「命
を落とすようなことになったら家族の暮らしはどうなるのか」といった、いざという時
の備えに対する国民意識が確実に高まっています。
　私は、立憲民主党の政策を担当する政調の会長代理として、国民のみなさんが生
命保険に加入しやすい環境を作るための生保関連税制の改正など、生保産業の発
展のため産業政策課題の解決・実現に向けて力を尽くして参ります。

生保労連組合員のみなさんへ

　連合では、震災を経験した子どもたちを元気づけたいという思いから、「東北の子ど
も応援わんぱくプロジェクト」をスタートし、地方連合会が東北3県の子どもを受け入れ、
地元の子どもと一緒に地域の特色を生かしたイベントや職場見学体験を行っています。
　また、「被災地の『いま』を伝えるプロジェクト」と題し、震災当時、救援ボランティア
に携わった人たちが再び被災地を訪れ、改めて震災と向き合うことをねらいとして復
興支援視察団による訪問活動を定期的に実施しています。
　さらに、震災を「決して忘れない、風化させない、教訓をいかす」との決意を込め、組
合員や地域住民を災害から守ることを目的とした｢いのちを守る絆フォーラム｣を開催
しています。

　震災から10年の取組みとして、震災を風化させず、過去の教訓を活かし
て今後の防災対策についても考える機会とすることを目的に、組織や個人
による参加型の取組みとして「フォトメッセージ」を募集し、連合に集う仲間か
らの想いを特設ページに掲載しています。生保労連でもその趣旨に賛同の
上、各組合にもお声がけしながら取組みを進めています。

　被災地に寄り添い、現地と支援活動の状況を緊密に紹介す
るため、「東日本復興支援ニュース『つながろう！絆・連合』」を
発刊しています。その後、九州地震、大阪北部地震、西日本豪
雨災害、北海道胆振東部地震など全国でさまざまな災害が発
生する中、現在は「被災地復興支援ニュース『つながろう！絆・
連合』」に改め、「被災地と、みんなを結ぶ」をキャッチフレーズ
に、被災地と全国を結ぶ“絆”を深めていく取組みを進めてい
ます。

被災地に心を寄せ、震災を風化させないために

「東日本大震災10年」特設ページと
フォトメッセージの取組み

被災地と全国を結ぶ“絆”を深めるために

　以上、一部ではありますが、
連合の被災地支援の活動を
ご紹介しました。今回紹介し
きれなかったその他の取組み
は、連合「東日本大震災10年」
特設ページに掲載されていま
すので、ぜひご覧ください。▲  生保労連会議（WEB）時、

　フォトメッセージ撮影を実施

▶これまでに63回発行し、支援活動の状況等を伝えている

東日本大震災から10年東日本大震災から10年

～連合の被災地支援への取組み～

▲ 世の中を変えるため一人ひとり
の行動を呼びかける神津会長

▲意見交換の様子

　今から164年前の1857年にニューヨークの被服工場で多くの女性たちが亡くなった火災事
故をきっかけに、3月8日に低賃金・長時間労働への抗議行動が実施されたことが起源と言われ
ています。その後3月8日は「女性の政治的自由と平等のために行動する記念日」と位置づけら
れ、世界各地で様々な行動が行われています。

国際女性デーとは？

誰もが自分らしく輝ける
多様性のある男女平等参画社会を社会を実現しよう！

生保労連ホームページ
「東日本大震災への対応」
はこちらから➡
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